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は
じ
め
に 

初
日
の
全
体
会
で
は
ま
ず
、
草
の

根
の
日
中
友
好
運
動
に
生
涯
を
さ

さ
げ
た
３７
人
の
物
故
者
（
岡
山
か

く
に
ア
ジ
ア
周
辺
諸
国
と
の
共
存

共
栄
を
考
え
て
い
る
。
」 

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
書
記
官
の

「
ス
パ
イ
活
動
」
に
つ
い
て
は
「
そ
ん
な

に
力
の
な
い
小
物
を
過
大
評
価
し
、

か
つ
過
剰
な
反
応
」
と
マ
ス
コ
ミ
の
た

れ
流
し
報
道
を
皮
肉
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
わ
れ
わ
れ
大
使
館
員

は
、
全
員
親
日
派
で
あ
り
、
日
々
日

中
友
好
運
動
の
た
め
に
活
動
し
て
い

る
。
お
た
が
い
に
必
要
と
し
て
い
る

と
い
う
視
点
で
考
え
て
い
る
。
今
後

も
皆
さ
ん
方
の
草
の
根
の
運
動
と

共
同
し
、
ま
た
応
援
し
、
支
持
し
て

い
き
た
い
。
」と
結
ん
だ
。 

「
孤
児
」
訴
訟
に
対
す
る
日
中
の

支
援
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
後

で
、
「
配
偶
者
支
援
」
の
署
名
活
動
へ

の
協
力
や
老
後
の
安
心
の
た
め
に

「
老
人
ホ
ー
ム
」に
中
国
語
を
話
せ
る

人
を
配
置
し
て
ほ
し
い
な
ど
、
た
ど

た
ど
し
い
日
本
語
で
訴
え
ま
し
た
。 

 

お
わ
り
に 

 

私
は
「
中
国
帰
国
者
の
自
立
支

援
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
発
言
通
告
を
し
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
機
会
が
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
２
日
目
の
分
散
会
で
発
言
し

ま
し
た
。
（次
号
で
報
告
し
ま
す
） 

 

な
お
、
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

岡
山
支
部
は
「
特
別
賞
」
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
全
国
き
り
絵
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
岡
山
県
の
岸
本
幾
代
さ
ん
の

「
鎮
守
さ
ま
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。 

 

中
国
大
使
館
代
表
の
来
賓
あ
い

さ
つ
は
、
日
本
語
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
要
約
し
て
紹

介
し
ま
す
。 

「
日
中
国
交
回
復
の
４
０
年
の
あ
ゆ

み
を
振
り
返
っ
て
、
日
中
間
の
さ
ま

ざ
ま
な
出
来
事
に
対
し
て
、
お
互
い

に
冷
静
さ
を
保
っ
た
対
応
が
大
切

で
あ
る
。
」
、
ま
た
、
「
中
国
は
、
こ
れ

ま
で
高
度
経
済
成
長
を
は
じ
め
、
日

本
の
＋
－
の
両
方
を
手
本
に
し
て

き
た
。
」さ
ら
に
「
日
本
の
み
な
さ
ん

が
、
中
国
の
軍
備
拡
大
を
心
配
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
中
国
は
、

調
和
の
と
れ
た
社
会
、
調
和
の
と
れ

た
世
界
秩
序
を
も
と
め
て
い
る
。
と

 

全
体
会
で
の
討
議
は
、
発
言
通
告

の
あ
っ
た
３０

通
の
中
か
ら
１５

人

が
、
発
言
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
印

象
に
残
っ
た
発
言
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

福
岡
県
連
青
年
部
は
、
学
習
会

（
中
国
の
歴
史
、
三
国
史
・
文
化
大

革
命
な
ど
）
を
企
画
し
、
参
加
者
を

会
員
に
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
中
で
現
代
の
青
年
が
置
か

れ
て
い
る
過
酷
な
仕
事
の
現
状
が
み

え
て
き
、
そ
う
し
た
青
年
に
寄
り
添

い
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
報
告
で
し

た
。
今
年
の
９
月
８
日
・
９
日
の
両

日
、
東
京
で
全
国
青
年
交
流
集
会

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
山
県
か

ら
も
代
表
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

も
う
一
つ
も
同
じ
福
岡
県
連
で
す

が
、
中
国
残
留
孤
児
の
女
性
の
発

言
で
す
。 

ら
は
嘉
松
喜
佐
夫
さ
ん
）
へ
の
黙
祷

で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

長
尾
会
長
（
福
島
県
出
身
）
は
、

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
全
国
か

ら
の
支
援
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

第
６１
回
全
国
大
会 

小
林
軍
治 

日
本
中
国
友
好
協
会
は
、
第
６１
回
大
会
を
６
月
９
日
、
１０
日
の
両
日
、

東
京
都
台
東
区
民
会
館
で
開
催
し
、
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

岡
山
県
か
ら
は
、
岡
山
支
部
か
ら
小
林
事
務
局
長
、
倉
敷
支
部
か
ら
宮
地

事
務
局
長
の
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

今

な
お
多

く
の

人
々
が
避
難
生
活

を
送
っ
て
い
る
、
ひ

き
つ
づ
き
支
援
活

動
が
必
要
で
あ
る

と
述
べ
ま
し
た
。 

ま
た
、
中
国
と

の
友
好
に
つ
い
て

は
、
「
協
会
創
立
の

理
念
（
日
中
不
再

戦
と
草
の
根
交

流
）
を
ふ
ま
え
て

強
め
て
い
き
た
い

と
強

調

し
ま
し

た
。 

議案を提案する田中理事長 

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
中
国
大
使
館
代
表
の
あ
い
さ
つ 

新
中
国
草
創
期
の
映
画
上
映
を
成
功
さ
せ
よ
う
！ 

田
中
理
事
長
の
議
案
提
案
が
あ

り
、
続
い
て
、
石
子
副
会
長
よ
り
、 

「
中
華
人
民
共
和
国
草
創
期
の
中

国
映
画
（
白
毛
女
、
５
人
の
娘
、
大

暴
れ
孫
悟
空
な
ど
六
作
品
）
の
全

国
上
映
活
動
を
成
功
さ
せ
よ
う
。
」

と
の
、
特
別
発
言
が
あ
り
、
六
作
品

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
（
約
１５
分
で
日

本
語
の
字
幕
つ
き
）
を
視
聴
し
ま
し

た
。
岡
山
で
は
、
９
月
２９
日
に
、
日

中
国
交
回
復
記
念
事
業
と
し
て

「
白
毛
女
」
の
上
映
を
計
画
し
て
い

ま
す
。 
映画上映の成功を訴える石子副会長 

全
国
青
年
交
流
集
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
！ 

青年部活動の報告をする 

福岡県連青年部長 

来賓挨拶をする中国大使館の代表 

2260 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

７
月
１１
（水
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

国
語
講
座
受
講
生
と
の
交
流
会
を

企
画
す
れ
ば
、
双
方
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
る
は
ず
で
す
。 

 

日
中
友
好
協
会
の
活
動
は
非
常

に
多
岐
に
渡
り
、
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
感
じ
ま
す
。
日
本
語
教
室
の

講
師
で
な
く
て
も
、
中
国
語
講
座
の

生
徒
も
日
本
語
講
座
の
生
徒
と
の

お
花
見
会
や
小
旅
行
に
参
加
出
来

た
り
と
、
縦
の
繋
が
り
だ
け
で
な
く

横
の
繋
が
り
も
重
要
な
の
か
な
？

と
、
思
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。 

 

最
後
に
。
我
希
望
我
们
跟
住
在

日
本
的
中
国
人
都
能
一
起
实
现
没

有
偏
见
和
歧
视
的
社
会
。
我
要
为

了
中
日
友
好
好
好
儿
贡
献
。
这
次

到
这
儿
为
止
。
谢
谢
。 

得
へ
の
呼
び
水
に
な
っ
て
い
る
事
実

も
見
逃
せ
な
い
で
す
。
ま
た
昨
年
度

は
、
文
化
講
座
や
中
国
語
講
座
交

流
会
が
大
好
評
だ
っ
た
の
で
、
今
年

度
も
開
催
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。  

中
国
語
講
座
に
お
い
て
は
新
た

な
受
講
生
獲
得
の
為
に
も
、
こ
の
交

流
会
を
是
が
非
で
も
成
功
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。  

 

 

帰
国
者
支
援
の
問
題
に
関
し
て
、

帰
国
者
か
ら
こ
の
場
で
も
う
少
し

お
話
が
聴
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

時
間
の
都
合
で
発
言
が
割
愛
さ
れ

ま
し
た
。
帰
国
者
の
心
の
叫
び
を
風

化
さ
せ
な
い
為
に
も
帰
国
者
と
中

高
島
公
民
館
に
て
６
月

２４

日

（
日
）
、
総
勢
２５
名
が
一
堂
に
会
し

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
事

で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
日
総
会
に
て

新
理
事
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
日
の
総
会
を
通
じ
て
感

じ
た
こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
日

中
友
好
協
会
岡
山
支
部
の
躍
進
の

鍵
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

岡
山
支
部
の
機
関
紙
は
昨
年
の

全
国
大
会
の
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に

て
「
優
秀
賞
」
を
頂
い
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
な
い
の
は
非
常
に
遺
憾
で
す
。 

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
受
講
生
獲

２０１２年度総会を開催 

岡山支部・倉敷支部ともに 
ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？  

竹内和夫 

動詞の変化 （３） 

ちょっと道草をくったようだが、つぎの活用表は、・・・・・ 

連用形 

 ２つ以上の動作をつづけていう、中止してつなげる、 

連語（・・・・・して・みる、など）を作るのに用いられる。例を出してみよう。 

 ５ １ する くる 

中止 
(a) 

(b) 

カ
┐ 
キ、カカ

┐ 
ズ 

カ
┐ 
イテ、カカ

┐ 
ナイデ 

ミ、ミ
┐ 
ズ  

ミ
┐ 
テ、ミ

┐ 
ナイデ 

シ、セ
┐ 
ズ 

シテ、セ
┐ 
ズニ 

キ、コ
┐ 
ズ 

キ
┐ 
テ、コ

┐ 
ズニ 

並列 カ
┐ 
イタリ ミ

┐ 
タリ シタ

┐ 
リ キ

┐ 
タリ 

同時 
カキツ

┐ 
ツ 

カキナ
┐ 
ガラ 

ミツ
┐ 
ツ 

ミナ
┐ 
ガラ 

シツ
┐ 
ツ 

シナ
┐ 
ガラ 

キツ
┐ 
ツ 

キナ
┐ 
ガラ 

A.： 本を読み、手紙を書いてから休んだ。 

B.： 日記を書いたり、テレビを見たりした。 

C.： すやすやと静かに眠っている。 

A.： 危ない！車がやってくる。 

B.： 名前も書かずに行ってしまった 

仮定・条件形 

アスペクト ５ １ する くる 

不完了 カ
┐ 
ケバ  ミ

┐ 
レバ スレ

┐ 
バ ク

┐ 
レバ 

完了 カ
┐ 
イタラ  ミ

┐ 
タラ シタ

┐ 
ラ キ

┐
タラ 

A.： 誕生日が来れば５０才になる。 

B.： 犬は君を見たら、すぐ逃げた。 

C.： いいかげんに白状したら、どう？ 

A.： あした、早く起きたら、窓をあけてね。 

B.： 論文を早く書かなければならない。 

   ────────────────── 〇 ────── 

新かなづかいで書かれた、とてもいい作品に壺井栄

『二十四の瞳』（１９５２）がある。読みあわせて、文法研

究の材料に使ったら、どうだろうか。また、ローマ字

書きにすれば、単語認識がゆたかになる。 

Zyuunen o hitomukasi to iu naraba ・・・・・ 

つづく 

⑲ 

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞
を
受
賞 

あ
り
ま
し
た
。
写
真
を
も
っ
と
大
き

く
す
れ
ば
「
な
お
親
し
み
や
す
い
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

③
今
後
と
も
、
一
層
の
紙
面
充
実

に
努
力
い
た
だ
き
、
来
年
も
入
賞
を

め
ざ
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

２
０
１
２
年
５
月
２１
日 

６１
回
大
会
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル 

審
査
委
員
会 

委
員
長 

大
田
宣
也 

 
 

第
６１
回
大
会
記
念 

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル 

特
別
賞 

「お
か
や
ま
」 

岡
山
支
部
殿 

 

６１
回
大
会
機
関
紙
コ
ン

ク
ー
ル
の
応
募
を
審
査
し
た

結
果
、
貴
支
部
の
「
お
か
や

ま
」
が
特
別
賞
に
決
ま
り
ま

し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
以
下
、
受
賞
の

理
由
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

①
「
５
段
採
点
」
（
３５
点
）
で

２８
点
で
し
た
。 

②
な
ん
と
い
っ
て
も
「
月
３

回
」
の
発
行
が
大
き
く
評
価

さ
れ
ま
す
。
内
容
面
で
も
充

実
し
た
記
事
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
「
新
聞
と
し
て
完
成

度
が
高
い
」
と
い
う
評
価
も

六
月
二
十
三
日(

土)  

倉
敷
支

部
で
は
、
第
８
回
の
定
期
総
会
を

倉
敷
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
で
開
催
し

ま
し
た
。
総
会
の
始
ま
る
前
に
玉

島
の
二
胡
演
奏
グ
ル
ー
プ
二
名(

女

性)

に
よ
る
懐
か
し
い
数
曲
に
耳
を

傾
け
た
後
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

 

総
会
は
議
案
書
に
基
づ
き
前
年

度
の
活
動
の
ま
と
め
と
今
年
度
の

方
針
、
決
算
、
予
算
、
役
員
選
出

が
提
案
さ
れ
、
そ
の
後
審
議
に
入

り
ま
し
た
。
全
員
異
議
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
は
日
中
国
交
回
復
後
四

十
周
年
に
当
た
り
ま
す
が
、
交
渉

時
の
秘
話
が
紹
介
さ
れ
た
り
、
最

近
の
中
国
脅
威
論
に
対
す
る
反

撃
の
必
要
性
、
正
し
い
歴
史
認
識

の
大
切
さ
な
ど
確
認
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
「
東
京
―
北
京
」
を
全

員
で
高
ら
か
に
歌
い
解
散
し
ま
し

た
。 

 

当
日
は
、
倉
敷
市
国
際
課
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
、
岡
山
支
部
の
理
事
長

か
ら
の
祝
辞
を
受
け
ま
し
た
。 

参
加
者
は
二
二
名
で
し
た
。 

 

倉
敷
支
部
第
８
回
定
期
総
会
を
開
く 

 

岡
山
支
部
総
会
に
参
加
し
て 

 
 

谷
川
浩
文 

 


